
 オミクロン株は、ウイルスに変異箇所が多く、高い感染力やワクチン効果減弱などの可能

性が指摘されています。しかし、過度に恐れる必要はありません。これまで同様、マスクの

正しい着用、手洗い、三密の回避、換気といった基本的な感染症対策の徹底をすることで感

染を防いだり、重症化を予防することができます。 
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新しい年がはじまり、気持ちも新たに学校生活が再開しました。今年も保健

室より「ほけんだより」を通じて、最新の保健情報を発信していきます。 

さて、１月に入り天気のいい日が続いていますが、寒い日も多く空気が乾燥

していますね。この時期の空気の乾燥はインフルエンザなどの感染症が蔓延し

やすい環境を作ります。いったんは落ち着いた、新型コロナウイルスの感染者

数も年末から新しい株の出現により、再び増加傾向にあります。どんな感染症

においても「手洗い」「マスク」が効果的な予防策となりますので、今一度手

洗いの仕方や、マスクの付け方などを見直してみてください。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 子供たちの手洗いの様子を見ていると、すすいだ後、ハンカチで拭く姿がなかなか見られません。制

服で拭いてしまったり、そのままにしていたり、それでは手洗いの効果がありません。また水分が残っ

た状態でアルコール消毒をしても、アルコールの成分が薄まってしまい、十分な効果が得られません。

手を洗ったあとは、清潔なハンカチ、タオルで水分を拭き取って消毒をしましょう。 
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清潔なハンカチ 

～手洗い後の拭き取りについて～ 

～基本的な感染症対策をていねいに続けましょう～ 



【冬の乾燥と皮膚について】 
①手指のトラブル！！～手荒れを予防するには～ 

 手荒れを予防するためには、保湿が大切です。一度手荒れが起きてしまうと、保湿剤だけでは改善が難

しくなります。医療機関を受診し処方された塗り薬を使いましょう。 

 

②「手を洗って、拭かないままでいると手が荒れる」のは本当？ 

 手を洗ってそのままにしておくと、手に残った水分で皮膚表面の角質がふやけて、皮膚のバリア機能が

弱くなります。そのまま乾燥させると、角質がひび割れ、そこから皮膚の水分が蒸発して、手が荒れた状

態になります。手を洗った後は、清潔なハンカチやタオルで水けを拭き取るようにしましょう。 

 

③乾燥肌の原因と予防方法 

乾燥肌の原因は、湿度が低いためです。皮膚が乾燥すると、かさかさして粉を吹い

たようになります。このまま放置しているとかゆみが出てきて、赤いぶつぶつとした

湿疹になります。またかゆいからといって、強くこすってはいけません。皮膚のバリ

アが壊れて、より乾燥がすすみます。 

 予防にはやはり、保湿クリームや乳液がおすすめです。朝晩１日 2回の使用がよいとされています。特

に入浴後の塗布は、お湯から出て 15分以内が効果的とするデータもあります。乾燥肌であれば保湿クリ

ームでの治療が可能ですが、湿疹ができてくると病院で専用の薬をもらって毎日使用することがひつよう

になります。                              （学校保健 特集より） 

 

【心と体の成長について】 
「心」と「体」はつながっている？ 

 不安や悩みがあるときは、やる気が出ず、体調が悪くなることもあります。一方で、うれしいときはやる

気が出て、自然に体も動きます。また、体の調子がよいと、気持ちも明るくなります。このように、心（脳）

と体はたがいに影響しあっているのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 来月の保健目標は「おたがいを大切にしよう」です。来月のほけんだよりでは、「チクチク言葉とふわふ

わ言葉」についてお話します。目標にかかわらず、自分や友達、家族や地域の方を大切にできるといいです

ね。 

みなさんの 

心はどこに 

あるかな？ 
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